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海洋に開する化學的研究（第 14 報）
紺水中の極徴・―ht鉛と共の地球化序し (lり怠義
石橋雅義 田中正雄 早川久雄

妬砂に痕珈'1りにイ｛在する請元索に就て] i,::p, 年 I I ¥ ¥―:Ut(＇n1,ergl) によつて投Ja・せられた綜報1'111

文臥中にも じ， Th, J{,；しる在の記載はあつたが 1>h については無く，夫れ以曲の文邸にも花抒芍ば森

間にして ir-) IK中(/) P l , に1叫して知るところがなかつた． 1合も，府IIか作呼が(/) 牧社に於てば Ill中I]・雄が

硲し詐ilk中に 1・, Th, H a らヽ『か {{:-(E

11 X  1(l―3  Ing l>h/1、なるを認めた．火で．t|11JII)孔氏・1)
研究の際、 llithizon{、法を洵水に適用して 2.4 x  1(I-3, 4  x  1（バ， 1 x  1(I _•I llm l'9,/I、なる分析結県を報

fll中の宜絵を桧討しつ＼詳細に行ひたる鈷梨・i{}}i!：t1ilkiこ
於て '..'-:: x 11)ー：1 II心及び大罰釦k （採水位凶l:'..',-) （｝（ I'．、',14:：中'E) に於て約 1 x  111-~ 111;,: l'I／ヽ I. な

る分析船値を得た
木府鯰；こ於て石橋6かけ ('llぷ と ］1ぶとの 1司時沈i粒法を行ひ之にスペクトル分析法を f/i)Il した．

沈救の程度を確める 1内には '1̀ hl} を放射指示的に Jilひて 1)1,S の沈i粒半を決定した．

Pl) が．ーじとして じ， J{｛しより泊洋に於て自然崩蚊によつて牛賊せるものならんとの 1股定の許）こiiilk

町）は ii:ilk中の I:a のみを 1，虹礎Iてして別に悔粋の年齢を 3切げる方法を提州したが斯様にして石低
等は洵汗の年齢n：定に就て従叶もとは異なる 2 つの新方法を提！I¥ した次第である ．

賓駿 I
徴サ Plヽを分析するには従米種々なる方法が提案せられて居る．郎ち，重ク" ム酸法，硫化水索法，

沃度カリ法．軍炭酸穂法，種々なる布撹試斐法，1じ解分析法，物罪(1'、l}り+．．物到1化限l、1,・｝分析法称がある ．
而して lt究の方法を直接洵水に適用しても H 的を述し難かるぺきを珠想したる石栖， FLL中ば

Hb・c;.:y, 11.,1山iりの及び Inglt‘ド()Il°) の報文を参名して此ら・りの方法を泊IKに適應する様 KJA:みた

l) I  I.  9Vatt9‘n l.l(‘rg:'I¥. anorg. :dig-em. Ch,•111., 236 (l!i:IH), :,:l!I.  
2) 石は Ill 111: (I !I:｝り）， iiMi． 昭和 14 年 6 月 17 11 11 4 4 tり喰近畿支部釦 21 匝常合に可訊・した．
3) 黙 III氏： l叫 I. Clwrn. S1>c..Japan, 15 (1叫）， 133, 4:！！） 
4) 石揉，伯 111 :  11化．， m （1!）．11)，6岱．近く本誌に報街する豫定・
5) (;. ¥'. K. I  Iobbit•: 7,. anal. ('.hC'n1., 88 ('!~1:2) 1. 
f.) II. lngl(＇"'>n : .¥  naly,;t 63 (1函）， 54fi.

本論文は，日本海洋学会誌 第 2巻，第 3号， 10ページから 18ページ (1943年）を許可を得て転載したものである。
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lrol,1,ir 

後に酸I品J・用を政し，酸炉闊性；}K分 (I'I, を含む）に t:II 父It A g 挽を添Jlll し，之に 1Iぷを他禾II

せしめて (̀19,；ゞ 父 it,¥，:S J )沈IH託生1戊せしめると 1li]時に l'Iぶをも [,i].I寺沈i毀せしめる＇ドにより岩

石，t IJ l'i, を ＇（：112S+l’l,s，父ば （，＼ぷ＋ 1’1,S Iの形にして沿縮したる後―更めて l'h の定舟を行つて

｝，1:.る． ’く 1りぷ年 l11gl, ~"" tt徽h位） l'I, を含む飲料水を ("gC(）叶 (:I(）i i/)泌過H を辿過せしめ

於ける沿解積をあげる，

I、l'l,'i ニこ::.:.> X  I  o->H 

1.(:lls -こ,-:..-, X  l  11-

1.(̀IIts 2  X  I  I  I-11 

I.,．1  ('I I3 ..  :  l.  7  x  1  1  1  • I  I  

1.｛'n('1), こニー1  .  7  X  I  I  I- 8  

I..91瓜 1), ．二2 i  i  x  l  (I-9  

f)5つて石橋． 111911it 11l¥’lドy, IIoh1加の方法及び InglI‘S(）11 の方法を湘IK中の I’l) の分析に適用

しい）でわるが';ij一村の方法が．h千イ激なるぺぎぱ挫見し得るところである． i釦詞1には多針の CI'

が｛｛在し． ．＼ば t位を使Illすれば II.、S 辿人前に直ちに沈i欧すぺ< llつ頗る不観洲なるを以て C u 挽
を使 Illすることにした

？ブ、ベク 1、ル分析を適）IJ して 1’lI の｛｛否｝りi;.it之を定貨した． 9＜il恩過廿．ヽ I心 ()1+C:l(））

の件りに iijIK中に此，，f；；の混合物を添｝JII し懸濁せしめつヽ克 </J註IIし・・・夜放凶後i'應過する ．而して此
のilむ介物にスペクトル分析を適 I|）した． f粉 llICii,jlkに (!:I(t:l(：I(:（）（）心を加へ史に N ：心（），を添加し

よ< iJU和して '('：W ( ）「!--．91瓜｀（）ぃの沈澱を作り，＿・夜放凶し濾過する ． Ihiして此の混合物にスベク

トル分折を行つた．
此？；； 2 ブii去のt g全に使 IIJ した (:llS(），..-，11.A)，じ：l（（：Ir3C(）（）;2, NIIaC( ）：I ら印に Pl, の不含な加打象め

スペク・トル法によつて飾かめた． 4.『に (:llS(），．，1II2(）（ili結品法により精製）を使 IIj した場合にはこ

のものを直接に試論し及びJ1;．．の水浴液に 1(：S を他和し (iIlぷを作り，之をスペクトル分析にかけ

( / ) 不合を確めたのであろ．

海水 石橋， 111中は和歌山縣ifif)咋消翻f人応船＇ t絵）所沖の油l k並びに兵hli縣 IIJI石沖の泊IKを採取
し柑iこ入れ闊IIに述ひ＂i'f点に供した {llし円には豫め，；姉泊lkを入れ時々振勅しつ‘ --． Hnt]放四した
る後史に新．i．'（なる油 IKを以て人れ換えを行ひld)様の操作を紐り返す．．J；應/cll!Jに及んだものである．
斯氏こして採J|．くせる ii,jlk # 1．を径1謡'Hiiiして 5 1、となし， Jじの 1 L を採り之に じllS(）...11f2(）
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る．得たる硫化物沈殺を約 1]1} C に乾媒せしめ甥瑚乳鉢にて粉悴し，其の一部分に就て スペ クト

は出さナ，洋しくは後記した．
f,',J T h B を放射指示閲に使JfJナることにより此の時 l'I 》S の沈澱半を決定して蒸溜水及び人T.t栢

水何れにあつても殆ど;<培なく約・一）il-lill% なるを得た．之に就ても重複を避けて，i罪Iは後記した

父木分析法に於て幾 (IIIEtの 1'b が即l,Iせらるしものなるやを確かめるが；にな試験を行つた．それに
よれば 1(）-4 Ingl’l9/11}I)Inl 以卜J 刈3度より沈澱せしめられたる硫化物中には I’h を捻出し得たる

が 11)-5 Ing rl9/1(｝II ml 以’ドの濃度よりの夫れには最吊裕IL¥不能であつた． 郎ち硫化銅法による 1’l》

に到する桧出感 9虻ば約 111― 1̀11g !'l,fllK) 

致して居る．叙 1-.cl)'(;(！｛合に J，しぎ祁；翡石栖， Il l中'2) miliIk中の I’l）ば ？IX  1(）- 3  !ngIL 程 9虻の森虻にあ

りと報；I; したのである
苦者芍；は fl,］炭酸舟り法 1こ、tる泊lk中の 1'b 分析を試みた． 郎ちiiij述の如く濃縮せる泊Ik：こ直＂及

度に NI[ C`1 を加へ，然る後 C;L'じH・1(O(））2 及び X;し2(：0:1 を各］ g 苑添｝Jllし一夜放凶し． il籾Ilせ
る沈i殷 C ：しC(）1 に就て 1iijllij様にスベクトル分析を適用せるも全く 1’I) の線を輿へなかつた． （Jりつて
著者等は炭酸ど彬法にJだける 1'1) ｝糾1位）寮試益を行ったのであるが，それによれば 1(）-.IIng l'h/l(I(）m l  

以上の浪 9虻よりの沈政船にば 1'l) を桧出し得たるも 1(I-4Ingl>h/1(）（） ml 以下の砂狐よりの夫れには

桧出されなかつた．

優るものであり，従つて泊水巾の 1'1) が前者によつて桧出せられしに反して後者によつて桧出し得

なかつた罪も白ら明かである ．
Ill ll縣糾川吐て）苦汁約 1), を採り之に約 l g の CllS(）r・3II・と（）を加へ溶解せしめたる後油

然し此の際
は全く 1も の線を認め得なかつた故に将辿漁fll法の製視操作にあたつて l’l) は析出視の部分に移行

賓験 II
石梱，早｝ii．呼ば慨して判絵 I （石橋， HI中）の分析法 2 に準媒しつし再び木問題の研究を更に詳

細に紐返した
蒸溜水 ・：這叫紘溜水には木法によつて 1iJ.跡の I>1I の含布せられるを認めたるを以て ＇r.

良蒸溜｝幻及びテレックス蒸溜受器を用ひて再然溜を行つた 郎ち此の時テレックスフラスコの頸部

を細くしてそこにテレッ・クス冷却器の先対社を直接につけたのである． 斯くして得たる再径溜JKは

( 6 )  海洋化学研究 2 ,  2  (1987) 
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訓を含むことなく，其の 4 L をテレックスピーカー内にて梃殺して 2 ml (plI与6.2) になしたる
もの It A,・ctatc によつて徴かに濁るに過ぎなかつた．

濾遜毎水 今IU)の宜験にありても (;11品と共に沈澱する l’l)S の沈i殷半を決定する 1.＄に放射性指

i容媒として然溜lkを使JfJせる時に関して泊水中に溶｛げる種々の堕類の
tA穎故県を豫期して jしの影齊を捻討した

に謎過iiサ水を使 IIlする）ltの適切なるを知つた ．

即ち涌 1J<: 1  

過したるものを沢者等は濾過油lk と命名したこのものば‘／各試絵の結児全く砂不含であつた．こ
の泌過泊水を加然蒸殺して過剥の H ふを！出除したる後再び元の容梢に迄再蒸溜にて稀繹した 而
して後北する如く再然溜lk，濾過油水何れを溶媒として JIJひたる場合と雖も l'Iぶの沈澱半は殆ど等

しい粘県を輿へたのであつて此の9邸濱稔結果と相似て屈る ．
・;るに t:1心と共に l'Iぶが沈i!i!Jする時にぱ泊lk特有の堕

類炊果 it殆ど，認め得なかつたのである ．
既知量鉛試料溶液の詞製

鉛法によりじ1，の定摂を行ひ正しく l’l9(XI)：山に・ー・政するを品めた．史に孤光スペクトル法によつ

かして各 1 L ならしめ，この各 1 0 m l を更に各 1 L に稀tばする ().1,ngl)h/1(）9Iml 沿度の溶液が

得られる．必疫に應じて f,1，]適＇欺に稀符して使） IJ した
硝子容器硝子容器はすぺてテレックス品のものを使Ill した．但し Ilぷ導入行のみは晋通硝子

をJIlひた ．i片ll・はナペて沿硝酸及び再蒸溜lkで汎淮した 1rぷは Kil'I' 氏装凶により硫化滋に稀堕
酸を ii：いで牧生せしめ， H虚溜lk(/）洗淮屯を 21いi/lJひて之を洗つた
硫醗銅 iii版の硫酸氾を：！即I}結品し共のものにつぎ軍解分析法を行つて正しく Cuso.. ;;H,O な
るを仰め，．I＿Lつスペクトル分析法によつて 1’l）不含なるを品めた． 再蒸溜lk，濾過i柑水各 100ml

に 11.1 ビの CIIso..-） II、(）を加へて 1'1試稔を行ひ共の硫化物沈澱にスベク l・ル分析をなすも全く PlI

の線を伽l＼せす．故に溶媒， Cllso4 バlJ-It() は勿論のこと '[i捻操作も亦完全なるを知り得た
賣駿操作溶液は lOil

ll)（） In1 中に犬々 l{｝-5, 1()—•, g を加

へ：、代'f弗し］ Iぷを充分飽和せしめ一夜放凶後濾過し飽';l:11 11ぷ水にて沈i店を洗淮する．之を 1(I5-

111心に乾かし炎索潅極を使川して弧光スベク 1・ル紅荘を撤つたこの際スペクトル線として
叫 lIj.ifi2線が観寮に便利で261・I.2(IA, 7.¥ 4{ 

あつた． ’＜ rlI の招の減少に従つて絨の線叩：い1.,＼に近す接る 2叫．2(）：・¥ば'「ljりljが困難になり，

海洋化学研究 2, 2  (1987) ( 7 )  43 



“ 

1-l II 本 ifi ir： 序合誌

従つて此の際 l'I，の決定には 2．ヽ：；：日17.＼線を用ふるが最も適切なるを知り ：l: として此ハ線を JIlひた

191-：` Ing l'卜／19)9I m1 

5  x  1  (I―̀ l叫、 1’I1/ 1  (It 1  Inl 

]II―̀ Ing l’l9/IIIII ml 
.3 x  li 「'Ing l’l9/11Hi ml 
l(）→ Illばじ19/11 1(I m l  

閻線I)i紀1}
IIJjヵヽici'（l益忍

確認、

徴かに、；忍め得

認め得す

スペクトル瓜雑tの褐載を省略した． Ihi して浴媒として肖蒸溜水，逍過消水何れがllひても紺渫ば

殆ど等しくして埃児を認めたかつた 但し1ヽi]じ試料に就ては少なくとも：l11..i.Jのl翡合を紺返して誤ま

りなぎを期したのである． 故に叙 I・J濱稔粘果より (11―‘匹叫IMI m l あたりが木分析法の固I¥
感度なりと戸忍められた．

分か猜芦ばアダムピルガー社即漢レンズ，石笑プリズムの装備せるを使Ill した． 1し源として

は直流 11

ポン合社製及びジーメンス屑l：籾品を使つた・ 試料を協極にのせ：：0 秒苑：； Iじl弧光を飛ばして t11,米

るだけ全i'岱の試料を使IIl する様にした弧光をとばす楊合に始め小屯流：こて放屯せしめ徐々に' ，E流
を泄むれば拭料の飛散を最小に11：め得る．

_¥J. :--i. Ti, B '咋
にしてジーメンス面製品に 1)さてば．＼lg, Si, I; 4りであつた．紅荘JIjり乞阪ば' ，; や七バンクロを汲像にはイ
ソクロム指定液を使JIj した．

海水及び苦汁 iijlkit'it豹 Iの場合と 1,ij位地のゴI覇1所の試料を採収し， 直ちにil針祇を 1Il ひて i慇過

其の 1lIil m 1 をJIlひJ象備
1＼捻と liij様に之に総稜氾 ll. l  g を加へ：行彿せしめ硫化Ik共をf祖 11せしめろ．放凶後i` 慇過し，洗i條，乾
媒して分光籾荘に4蔽る．鉛J )線を IIJj確に得た．｛｝＇）つて此の泊水を再撚溜 IK父は濾過li:jlkにて 2 倍， 5

倍， 10 倍に稀f苫して各 I m ml につぎ i生欠llij様にしてプ、ベクトルな桧するに ，2 倍稀符せる試料に

就て It l'h 線を徴かに，，忍め得られしが 5 倍， 1（l {{flて稀杯せる場合には最'1し）し出し得なかつた．・JII

．． 父大詐ii・iIKはII麻 II
] 6 年 5 月 lS H 父，1ぶ東南方の位凶 (250MI'N, ．1-I:V4WE) にて採IKせる木邦の村炉1’暉水にして 1,;J様の
虞別に Kつて共のまヽのも( / ) 11)（iml については l'I 線をうすく i．もめ得たが 2 (itに稀符したものに

I の時の如く II  I  II縣糾川i木のものに就てii:jlk と,,ii

I の

場合と 1,ilはであつた｀

( 8 )  海洋化学研究 2, 2  (1987) 



潤 il：ぺ贈ナる化界的研究 （第 14 報） In 

放射性指示作用による硫化物沈澱率の測定 放射性指示泊には 'l‘hB をJHひ，＇ I‘hl} ば l“v  l  if)・

t  l111ri11111 製1り1j ,t り1‘l金板 f・・に採収した 1) ＇l̀ hl} を問稜溶iィ父となし (1'I) の混入を避ける窃め硝酸を

ml を磁製！Illにと り蒸叡吃洲して之

ゎt'炉1t，門とした．
II年に (!lll)とすろところ J)所，；flllijil!j:i!lIl定法によつた．＇ I`hti より ．I_I:する 'l̀n(！ば Iii の/,ij位元系であり，

従つて硫化物として l,illl!i= iこiki咬rる

ゆる K りも ii-．．確な値を輿へろや 1こ挫想せられると雖も i紺水中の: ' 引類析il,lの1；内に吸祓掩蔽I )烏＇；県放射

能が沢しくり臼り，r．確な 1liを輿へない． 然しi祖媒に再桑溜水を JIlひた時卯ち水，式除の一部に於てば

此の方法によつて i!lll定し共の1汲なることを謁めたのである（第 2表）．

IKょlkにて t <  iili住し， ク；メ・氣浴内にて 111,1'.:_I III:.,C に於て乾かし乾娩盛 11で放冷したものに就て

放射能を i!lll定した． JじI )桔県を第 1J訳示す ．放射能ぱ H 礎数／分にて示し，1罪IIli/iより 1̀1然加し1れ
を烙しり 1ぎたろ）、各紐なるばぷふ迄もない．

郊 l . - K
¥｝＇澤、 If漢
ぶ 戸

放射熊 沈政中
¥  ？“' 

I? i¥k 怜 I 11S.9 

ヅー 3
 

.4
 

放射熊沈澱中 放射能沈澱中 放射能 沈澱卜；
（姦） （彩） （＇'::,) 

197.6  I  I  1:1」; 、-！ I. 2  

93 

II I-．Iい1g l  %  l  m 叫 5  1.：; W .1  1  ;  1.  2  :;l,l) 265 ~: :.:, 
5  x  lll-I  参 4b.1) •I l).• !  1沿．：｝ :n1 :  ；： ｝．5  29.5 
10-4 ク 52.7 44.：： 81-1.1 44.i1 :  ：I  }．7  .  •9!•—)•• ・）9  
5  x  l  ¥  r:' ． :!K.4  25.l) 

油9kそd ) t、 46.0 7  ¥  I. 4  4().'.? 2  1.：； 1  8.8 

半
）

叔
劣
じ
（t̀

↓l 一．
 ＇
 

じ
Ftll ,I 

内t
 ,
 

)!I.I I ・2-)．l

ifふIKを 2 i心に恥trl I  39.9 1  ¥X,.:! 1  -tli.fi 

ifふ水を l¥lf名に枯杯
:!,.O I  :l-!.l 

26.8 | ．1  1.7 
:  ：： ：.(） |  5  1. I  

2  7. ： ； | ．1  2. 5  

2  1.5 1  ：ぶ；．5
2¥ 1.＼ I  I  :  ！7.8 |  26.2 1  4  1.： ； 
l  !）．（） |  2'•l) 1  26.3 |  4(）．8  
:tli.-4 I  :::t.1 

7) ィiui, Ji! ： 1  1  1t.，55(l!1:； 1)，1(）7( ）, 
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第

洋

9-

昂

表

令 誌

ー・ ・ • - - -- .  ＿ _ - - - - .  - - -:いで煉 、-

ゥ

3  

放射牒 1瀾過半 放射能濾過串 放射能濾過半 放射熊濾過半
げる） (?~) （劣） （％） 

椋 準 怜 1  lH.!l I  !  l、.I;  1  1  3.6  85.8※ 

)（）- 3  Ing l'b l{H) m l  .・｝,.ーぅ． 9  ， が）．7 5I;．8  28.4 ぷi.4 31.2 

5 x  1 W―'， ， 37.8 :11.8 f沼．S 3l.9 4  1.{； 3t;.0 24.8 2H.!l 

1(）一↓ ， :.)/.:1 ;  ； 1. 4  67.¥J 凶．4 42.2 ::lf,.5 27．し） :i l.  5  

5  x  1(）-．-， ク ふヽ．4 :!:!.¥J 28.4 33.1 

・ト表より II月かなる如く沈i粒に就て放射能を測定せる場合には一定値を輿へすllつ正確なる1直の得
らるしとも名へ られない 助つて沈殺を濾紙と共に氾硝酸た溶かし然彼乾涸してより 6 ゞ硲酸に再

び溶解せしめて濾紙を用ひて濾過し， ピーカー及び濾紙を稀硲酸にて洗ひ共の濾液及び洗液を磁製
mlにて蒸孜乾測したるものを試料とした泡紙に就ては第 3表白稔番琥・3の時の ：｝つに就て澗定し

た結果 211. 1s. 1  7  11｛俗／分を輿へて（椋準閤ぱ 41.5 目盛／分） ：｝者とも大約等しかりしを以て次の
ffi・.駿よりば 1つに就て測定したる値を各に加へたるものを全放射能の値とした 第 3 表に示したる
はこれであろ

節 3 表ニー・＝ --．．-.-=..-
h  7  1  8  5  

放射能沈澱半 放射能 1 沈（澱％）洋 放射能85！沈澱卒 放射能沈穀率
（劣） 喝虞）， （劣）

椋 i¥" 怜 41.5 11~.\J I;l)．2※ 

5  x  1し）一 1:'IL, 1‘1V  II k) In l  55.~ I  j  5.l) :~~.2 ,;:1.5 

l  l)→ ク •• fi7.¥l 5  1.2  5¥l,7 沿I.；； 65.6 

1  (）1  ク 42.2 7し）．1

5  x  1l)-5 ク 7  1. 5  I沼．3 54.2 n:l.'.! 4(）.2 "；．8  

油7kそのまヽ 25.3  l  ;  l.t) 

＇ 27.4 '" ；.l) 
:!7.8 H7.u 7  I  ;．t  }  I  ;7. 3  58.8 fi8.5 ＆！．6  57.5 

ク 24.1 5H.1 

ifiIk を・3 r名に稀杯 26.i; 64.1  nH.1 0  1.2 5.I..  I  t  ;  :  ｝. 1  :\~.\) t  ;  4.t  ;  

ク 26.8 64.f ;  li¥1.li I;]．2  

※この［只ば 1,．l g の研喰鉗を 'l̀ hli 洛i夜 5 m l に加・ヽたものを揉淳にした・

46 (10) 海洋化学研究 2, 2  (1987) 



iiittこ脳する化唇的研究 （第 1↓報） 17 

,l't鯰的いと S とに於てば溶媒に濾過泊水を JIlひた．庶類妓果に就ては殆ど指摘するを得ない．
窮：：表t りして iti閉和t大陀・う7~711% の間にあり，第 2表に於ける濾過半を 1(H1％より埃引き

1;：： ~ 7 2％と殆ど．t

戟！°．の 'lit稔 I［の結果を粕括する疇j暉水を 2 倍に稀符したる場合 1’h を桧出し得たるに到し
て 5 (1・91に稀符した際には認．め得なかつた． 1（1iして大汀誨JKitそのましの場合にけ桧出し得たるに到

して 2 (iがこ rt料した際にば、1・じめ得なかつた灯象め‘9:；,i店合の鈷果，木法による L'h の固l1,感度は
)（ I―̀～3 x  llI —~ 111g-/llHI 

水巾の I’I，の合ff!itば沿ji暉 JKにありてば JI「`~3x)1「 r̀ng/111111111 卯ち 1 ~：i,y/1、及び｝d汀誨水
に於てば It.-)～ 2 X III―̀ lllg/11)1) Inl 卯ち 11.. 花抒窃ぱスペクトル窪

荘よりしてぷ噴にありては 2 ~：ry l'b/1.，後和こ於てば約 1'Yl'l,/1、なりと 1;lj既したのである．此の敗
11/UHit面． 111,11/)分析1直及び烹Ill氏のー）心と大怜致して屈る．郎ち

ir.}IK III. IIM)鉛含イiりt iiijJKの採取位凶
2~::'Y 和歌山縣i・tilJ7臨洵'lit絵所沖
.,．， -~・'ツ 兵hli縣II)I{i沖

約 1'Y 北綽 2.-） 0゚0' 束純 1-1氾 10'

海洋の年齢

緩 l．．の如くにして杓洛・,gml:iI訊 Iに 1’II d )｛｛：在することを桧出しllつ共の平均含布慨梵を約 2ッ/L
なりと決定し得た然らばiltf11< 

LKL を 1：として( ', 1:，L  （及び 'l̀h) f^;;J) （｛こ(1:,こ帥せしめ度いと、息ふものであり， rhiかく峠してもさま

で1!lP11！たかるぺしと杉へられろ，
llahn の訳Fに於て l'nncth,

I≫l'し(‘1's 祢 (I ¥I叩）によつてf糾 1,1せられて居り，父それに先だち s m m ( J {）（）S) ば布しく Stcinsalz

及び :--yh・i11 中に 1rl) 瓦J節の（（するを認めたけれ Jじl:¥・n寺共の原k':Iに就ては況明し得なかつた．之に
枕て (l.  1  lal,n tt油JK中に (I,  l;；しが｛｛：在して },,:・I) ．)召れが洵JKの蒸殺して此ら在の鍍）ドが生成すると

共に 1じの巾に入り込みやがて Jと年月の間に 1,i然崩戌物質たる IIi‘, 1'h の生成を来せるものならんと

l|l して屈ろが尤もな；ほ見であろ ．

jil物'['ttころぺしとは容易に杉へ得るであらう． 1Jりつて泊I知1下：｛｛：在する 1’lI の原囚に就て次の様に

1) この I》h (2l)I;) itl：として ii:ilk’ドのしr, H：しより所れたも

）ゞ l  ；．， 1  1  t‘¥. t‘sy, 1•‘. .\. l'9 I  I  I  t  • L  I  l  : “. ＼．ヽ l:  l  l) 1  1  :  1  1, l  i  l  <  ； I  t  l  i  9  1; l  (• t.  i  v  i  ty’' （l  ¥  ｝： ；卜）， 2I;  4. 
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のであらう． 2) 陸地或ば籾汲より泊水中に移入せられる I’l) ありとするも共の中の I’l, (l｛叫 ＝

2(lli) に屈伴して｛：J:閤の 1J, l{：しも殆ど 1iij時に移入したことでちらう

然らば府石，地肘布の年齢t7定に閥ナる方法，公式8) をiìi粋に適JIl し， ifiIK中の 1・及び 11yl:；し（；

=2i)ii) の現｛｛祉 t りii間の年齢を火の様に r}定するを得ろ． 「 のいt ¥＼.;ut(nlIL'1g の表 t り採月l
した．

R  :  L(； 
u+11.,-)SI:：L(； x  7,41 11l f．彰I:．

2  x  7,-toox 11 』6 =-11i.S X  ]1 ,8 年.」+1l..--）ゞ x:!
この大約 9--)0 億年なる敗値ば従＊3Wliせられたif扉 の年齢に比して頗る大である． iiザ（の年齢iこ枕

てば J..T11ly (IS!）り）が 0.!171i X  ]118 年と 1初 li し以求， それしりも大なる数値が人々によりとられ野

油博士杓 ‘‘if靡限”にあつてば 7~11;x 113 年の間なるべしと心l戊せられて屈る．］町1げi:/)，；rt)，こ

hlひた lJ の 5tば＼＼―：Lttl'l恥 rg の表より採つたのであるが，こ の 2ッ/I、なる数値は修正せらるべぎも
のかも知れない． 父杓者呼ばiii水中の l'h を令祁 I{；し(, (:!111;) より 1戊るものと 1殷定して irt.iしたが

之は＇貞際に卯さない． ’J訊IIJJかである． Iい（；且μち原子蘭＇:!I 11; の 1’l) it共のー一部をなナに過ぎないかも

I,h の肝を正確に求めるにば泊水巾の

2(I（；の I’l) の含布青しを決定するを要

する次第であり：村ポ節は之を今後に期して居る． ii,i水中のじのが：がかりに＼V；iItmlwrg の』<J）如く

なりとナるか父ばそれより小ならすとすろならば :!1 11; 1・1) の§l・ を名砲して栂詳 J )年齢は約 ・311 f.衣年
より小さく約 1(I 低 (-lli.SXII.:!;¥．戸 11 )より大なる敬となるべきである ．拷抒I，・りは木恨文に於て ifi詐の

要 旨
1) 油JK巾の l'l) に就て密梢なる徴杭分折を行ひ ，共の1;・均含fi州ば約 2ッ/ I. なるを知つた
2) Thl} を放射指示的に JIIひて木分析に｝分けろ l'I,

Jlつiit水の早する! が類炊果を吟味した
:¥) 

I訊の場合に類似するを知つた．

4) 種々の1F丈走の許に栂水巾の 1,' 及び l'b (:..'Iii;）のりi:.l: りiisiir9年齢に財する新汀応法を提引し

た．

木研究にあたつて其J ) 費IIjリ）・沿；を文祁省・｛I印研究費；こ仰いだ． H:に，心して深9’i．なる，1り這、．を表ナ

る．
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